
清水わき 心ふれあう 嘉島町

　「
緑
川
流
域
会
議
」
が
旗
揚
げ
し
た
嘉
島
町
犬
渕

の
河
川
敷
の
様
子
を
小
型
無
人
機
で
捉
え
た
（
写
真

右
＝
九
州
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
提
供
）。
ま
た
町

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
イ
ー
ス
ト
」（
写
真
上
左
）

も
嘉
島
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
写
真
上
右
）

と
共
に
町
の
〝
新
た
な
顔
〞
に
。
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嘉
島
町
は
じ
め
上
益
城
・
下

益
城
の
５
町（
御
船
、甲
佐
、山
都
、

美
里
町
）と
県
央
広
域
本
部
の
税

務
関
係
職
員
63
人（
う
ち
嘉
島
町

７
人
）に
４
月
18
日
、併
任
徴
収
の

た
め
の
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

に
応
じ
、
同
市

は
震
災
復
旧
・

復
興
の
応
援
職

員
を
派
遣
し
て

お
り
、
今
回
の

視
察
に
は
防
災

担
当
の
東
義
浩

危
機
管
理
監
も

同
行
。
荒
木
町

長
ら
町
側
が
復

旧
・
復
興
の
現

状
な
ど
説
明
す

る
一
方
、
先
に

経
済
協
力
開
発

機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
）
が
同
市
を

ア
ジ
ア
で
初
の
「
持
続
可
能
な
開

発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
推
進
モ

デ
ル
都
市
に
選
定
し
た
経
緯
や
地

域
開
発
の
在
り
方
な
ど
で
意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
議
会
の
平
成
30
年
第
２

回
定
例
会
は
６
月
４
〜
６
日
の
３

日
間
の
日
程
で
開
会
。
30
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
案
は
じ
め
追
加

議
案
を
含
む
15
議
案
（
条
例
２
件
、

予
算
２
件
、
人
事
３
件
、
そ
の
他

８
件
）
を
上
程
、
審
議
。
一
般
会

計
予
算
は
７
５
３
５
万
３
千
円
を

追
加
し
、
総
額
54
億
１
７
８
４
万

３
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

荒
木
町
長
の
町
政
報
告
な
ど
詳

し
く
は
次
号
「
広
報
か
し
ま
７
月

号
」
で
お
伝
え
し
ま
す
。

　

主
な
補
正
予
算
は
次
の
通
り
で

す
。

● 

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
調
査
委
託
料

３
０
０
万
円

● 
ふ
る
さ
と
納
税
新
規
サ
イ
ト
導

入
経
費　

１
４
２
４
万
２
千
円

● 

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
積
立
金

２
５
０
０
万
７
千
円

● 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
金
（
六

嘉
獅
子
舞
保
存
会
）　１

９
０
万
円

● 

部
活
動
指
導
員
報
酬
な
ど

１
５
１
万
７
千
円

● 

復
興
基
金
交
付
金
（
農
業
用
水

路
・
農
道
復
旧
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
施
設
復
旧
）

２
５
３
８
万
５
千
円

第
２
回
定
例
会
開
く

　

嘉
島
町
の
65
歳
以
上
の
介
護
保

険
料
（
基
準
月
額
）
４
７
０
０
円

が
改
定
さ
れ
、
６
４
０
０
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
料
は
、
平
成
30
〜
32

年
度
の
３
年
間
（
第
７
期
）
の

サ
ー
ビ
ス
利
用
量
を
想
定
し
、
各

市
町
村
が
決
定
。
県
が
３
月
に
ま

と
め
た
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、

県
内
45
市
町
村
の
う
ち
37
市
町
村

が
保
険
料
を
ア
ッ
プ
。
こ
の
結
果
、

県
内
の
介
護
保
険
料
は
平
均
し
て

月
額
５
６
８
４
円
か
ら
６
９
０
円

引
き
上
げ
ら
れ
、
６
３
７
４
円
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

町
民
課
で
は
今
回
、
保
険
料
が

月
額
１
７
０
０
円
ア
ッ
プ
さ
れ
た

こ
と
に
つ
い
て
「
高
齢
化
の
進
行

に
加
え
、
震
災
に
よ
る
影
響
も
あ

り
、
要
介
護
認
定
者
が
増
え
、
介

護
給
付
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

の
が
大
き
な
要
因
。
介
護
予
防
事

業
を
推
進
し
、
３
年
度
の
保
険
料

上
昇
の
抑
制
に
努
め
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

　

北
九
州
市
か
ら
松
元
照
仁
副
市

長
ら
視
察
団
の
一
行
が
４
月
25
日
、

嘉
島
町
役
場
を
訪
れ
、
荒
木
町
長

ら
と
懇
談
し
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
に
伴
う
町
の
要
請

併
任
徴
収
は
各
町
と
県
が
協
力
、

税
の
収
納
率
向
上
と
滞
納
整
理
強

化
を
図
る
制
度
で
、
平
成
21
年
度

に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

税
は
町
の
大
事
な
財
源
で
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
多

く
は
税
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま

す
。
税
の
公
平
性
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
平
等
性
を
保
つ
た
め
、
公
正

適
切
な
徴
収
に
努
め
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

町
税
務
職
員
ら

町
税
務
職
員
ら

 

併
任
徴
収
の
辞
令

嘉
島
町
議
会

北九州市の副市長ら来町北九州市の副市長ら来町

北九州市の松元副市長らと震災復旧などで
懇談する荒木町長（右端）

嘉島町嘉島町

介護保険料　介護保険料　
本年度に改定本年度に改定

　

嘉
島
町
の
２
０
１
５
年
度
の
町
民
１
人
当
た

り
所
得
は
２
８
０
万
６
千
円
で
、
県
内
45
市
町

村
で
は
最
多
の
菊
陽
町
２
９
０
万
６
千
円
に
次

い
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
県
統
計
協
会
が
４
月
25
日
に
公
表

し
た
震
災
前
の
15
年
度
市
町
村
民
所
得
推
計
に

よ
る
も
の
で
す
。
県
内
の
総
額
は
４
兆
３
５
４

２
億
円
（
対
前
年
度
比
２
・
８
％
増
）
に
上

り
、
県
民
１
人
当
た
り
２
４
３
万
８
千
円
（
同

３
・
３
％
増
）。
15
年
度
は
企
業
進
出
に
加
え
、

設
備
投
資
も
伸
び
た
熊
本
都
市
圏
が
県
全
体
を

押
し
上
げ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

自
治
体
の
経
済
水
準
の
指
標
と
な
る
市
町
村

民
所
得
は
賃
金
や
預
貯
金
利
子
、
企
業
の
利
潤

な
ど
の
総
計
。
市
町
村
ご
と
に
総
計
と
総
人
口

か
ら
算
出
さ
れ
る
１
人
当
た
り
所
得
で
す
が
、

実
際
の
給
与
や
実
収
入
に
直
結
は
し
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

280280万万60006000円円
県内市町村で２番目

1515
年
度
の
嘉
島
町
民
所
得

年
度
の
嘉
島
町
民
所
得
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嘉
島
東
小
体
育
館
の
南
隣
に
建

設
さ
れ
た
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

「
イ
ー
ス
ト
（
愛
称
）」
の
落
成
式

が
５
月
16
日
開
か
れ
、
地
元
を
は

じ
め
町
議
会
な
ど
関
係
団
体
の
代

表
ら
約
50
人
が
完
成
を
祝
い
ま
し

た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
東
小
の
放
課

後
児
童
施
設
を
総
事
業
費
約
２
億

円
（
う
ち
地
方
創
生
拠
点
整
備
交

付
金
約
６
千
万
円
）
で
建
て
替
え
。

鉄
骨
平
屋
、
延
べ
床
面
積
約
５
０

０
平
方
㍍
。
放
課
後
施
設
を
メ
イ

ン
に
、
住
民
の
交
流
や
貸
事
務
所

の
ス
ペ
ー
ス
を
新
た
に
設
け
た
の

に
加
え
、
災
害
時
の
避
難
所
、
防

災
用
具
な
ど
の
備
蓄
倉
庫
の
機
能

も
備
え
て
い
ま
す
。

　

荒
木
町
長
は
落
成
式
で
、
震
災

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
事
業
と
位
置
付

け
る
東
部
台
地
「
ゆ
う
す
い
の
杜

（
も
り
）」
に
伴
っ
て
将
来
的
に

見
込
ま
れ
る
人
口
増
加
を
見
据
え
、

同
セ
ン
タ
ー
を
「
地
元
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
の
憩
い
の
場
、
交
流
の

場
に
」
と
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
世
代
を
超
え
た
幅
広
い
利
用
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

東
小
の
放
課
後
施
設
は
２
年
前

の
震
災
で
半
壊
。
地
域
住
民
の
交

流
拠
点
と
し
て
多
目
的
に
活
用
で

き
る
複
合
施
設
と
し
て
建
て
替
え

ら
れ
、
東
小
の
児
童
ら
が
提
案
し

た
、
英
語
で
「
東
」
を
意
味
す
る

「
イ
ー
ス
ト
」
が
愛
称
に
決
定
。

　

貸
事
務
所
３
室
や
調
理
も
で
き

る
地
域
ふ
れ
あ
い
室
に
関
し
て
は
、

町
内
で
起
業
す
る
人
な
ど
を
対
象

に
公
募
の
上
、
選
考
す
る
こ
と
に

し
て
お
り
、
賃
料
を
月
額
５
万
〜

７
万
円
台
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
役
場
町
民
課
☎
２

３
７－

２
５
７
6
。

写
真
左
は
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
落
成
式
で
あ

い
さ
つ
す
る
荒
木
町
長
。
愛
称
「
イ
ー
ス
ト
」

認
定
証
が
嘉
島
東
小
に
贈
ら
れ
た
（
写
真
下
）

　

嘉
島
町
上
六
嘉
に
新
設
さ
れ
た

コ
メ
や
麦
を
乾
燥
し
て
貯
蔵
す
る

大
規
模
施
設
「
嘉
島
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
Ｃ
Ｅ
）」
の

竣
（
し
ゅ
ん
）
工
式
が
５
月
16
日
、

現
地
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

六
嘉
と
大
島
の
町
内
２
基
の
Ｃ

Ｅ
は
共
に
建
設
か
ら
30
年
以
上
経

過
し
て
い
た
上
、
２
年
前
の
熊
本

地
震
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
建

て
替
え
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
は
両

Ｃ
Ｅ
を
解
体
し
、
六
嘉
Ｃ
Ｅ
跡
地

に
集
約
し
て
一
本
化
す
る
こ
と
で
、

利
用
農
家
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま

し
た
。

　

事
業
費
12
億
３
７
８
９
万
円
を

投
じ
て
新
設
さ
れ
た
「
嘉
島
Ｃ

Ｅ
」
は
鉄
骨
２
階
建
て
。
高
さ
約

40
㍍
の
貯
蔵
サ
イ
ロ
10
基
を
備
え
、

取
扱
量
も
コ
メ
と
麦
そ
れ
ぞ
れ
２

千
㌧
の
計
４
千
㌧
と
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

竣
工
式
に
招
か
れ
た
荒
木
町
長

は
厳
し
さ
を
増
す
農
業
を
取
り
巻

く
国
内
外
の
情
勢
に
触
れ
な
が
ら
、

新
た
な
嘉
島
Ｃ
Ｅ
を
「
生
産
農
家

の
皆
さ
ん
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、

コ
メ
や
麦
、
大
豆
の
生
産
性
向
上

に
つ
な
が
れ
ば
」
と
町
の
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
振
興
に
期
待
を
寄

せ
ま
し
た
。

完成した嘉島カントリーエレベー
ターの始動式に臨んだ荒木町長
（右端）

町ふれあいセンター完成町ふれあいセンター完成

子育て、交流の拠点に

嘉島カントリーエレベーター

農業振興 後押し
町内２基を一本化Ｊ Ａ

かみましき
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緑
川
改
修
期
成
会
（
会
長
・
荒

木
町
長
）
の
平
成
30
年
度
総
会
が

５
月
８
日
、
嘉
島
町
役
場
で
開
か

れ
、
加
勢
川
な
ど
含
め
た
緑
川
水

系
の
治
水
推
進
や
流
域
の
地
域
連

携
支
援
な
ど
を
決
議
し
ま
し
た
。

　

梅
雨
時
を
控
え
、
嘉
島
町
を
は

じ
め
流
域
の
甲
佐
、
益
城
、
美
里
、

御
船
、
山
都
の
６
町
と
熊
本
、
宇

土
の
両
市
、
そ
れ
に
関
係
機
関
の

代
表
ら
約
40
人
が
列
席
。
荒
木
町

長
が
「
後
を
絶
た
な
い
災
害
に
万

全
の
備
え
が
必
要
」
と
河
川
改
修

へ
の
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

国
交
省
に
よ
り
ま
す
と
、
２
年

前
の
震
災
に
伴
う
緑
川
の
被
災
堤

防
（
総
延
長
約
27
㌔
）
復
旧
工
事

は
総
事
業
費
約
52
億
円
を
投
じ
、

こ
れ
ま
で
に
完
了
。
こ
の
日
の
議

事
で
は
、
梅
雨
や
台
風
に
よ
る
水

害
を
警
戒
し
、
水
系
の
防
災
・
減

災
に
欠
か
せ
な
い
河
川
改
修
へ
向

け
た
国
へ
の
要
望
活
動
な
ど
を
申

し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　

緑
川
や
白
川
を
め
ぐ
る
水
防
、

洪
水
予
防
に
関
す
る
連
絡
会
が
４

月
27
日
、
熊
本
市
で
開
か
れ
、
嘉

島
町
は
じ
め
関
係
15
団
体
・
機
関

が
梅
雨
期
を
前
に
協
力
体
制
な
ど

の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
参
加
し
た
県
や
流

域
自
治
体
、
警
察
、
消
防
に
対
し
、

熊
本
地
方
気
象
台
か
ら
今
梅
雨
期

の
降
水
予
測
の
説
明
が
あ
り
、
住

民
の
避
難
に
当
た
っ
て
は
気
象
庁

が
発
表
す
る
河
川
の
「
洪
水
危
険

度
分
布
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
の
呼
び
掛
け
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

嘉
島
町
は
４
月
25
日
、
西
村
と

上
島
に
新
た
な
消
防
小
型
動
力
ポ

ン
プ
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

町
役
場
駐
車
場
で
行
わ
れ
た
交

付
式
に
は
両
区
の
消
防
団
員
な
ど

関
係
者
が
出
席
＝
写
真
。
荒
木
町

長
が
「
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心

の
た
め
大
事
に
使
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
両
区
の
代
表
団
員
に
そ
れ

ぞ
れ
新
し
い
消
防
ホ
ー
ス
の
筒
先

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

消
防
ポ
ン
プ
は
老
朽
化
の
度
合

い
を
考
慮
し
、
約
20
年
を
め
ど
に

順
次
更
新
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

緑
川
改
修
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
る

荒
木
町
長

緑
川
の
水
防

緑
川
の
水
防

  

協
力
体
制
を
確
認

協
力
体
制
を
確
認

西
村
と
上
島
に

西
村
と
上
島
に

新
消
防
ポ
ン
プ

新
消
防
ポ
ン
プ

緑
川
治
水
へ

緑
川
治
水
へ

流
域
で
連
携

流
域
で
連
携改修

期
成
会

改
修
期
成
会

　

嘉
島
町
を
は
じ
め
緑
川
流
域
２

市
４
町
の
水
防
団
（
各
市
町
消
防

団
で
編
成
）
が
年
に
一
度
、
顔
を

そ
ろ
え
る
緑
川
水
防
演
習
が
５
月

13
日
、
美
里
町
中
甲
橋
上
流
の
緑

川
左
岸
の
河
川
敷
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
今
回
は

流
域
自
治
体
の
各
水
防
団
、
宇
城

消
防
本
部
、
陸
自
第
42
即
応
機
動

連
隊
な
ど
総
勢
１
４
０
人
余
り
の

陣
容
。
荒
木
町
長
は
じ
め
嘉
島
町

か
ら
出
動
し
た
の
は
水
防
団
の
佐

藤
光
正
団
長
ら
14
人
。

　

嘉
島
町
の
団
員
ら
は
「
つ
な
ぎ

縫
い
工
法
」
の
護
岸
訓
練
を
展
開
。

緊
急
時
さ
な
が
ら
木
製
の
く
い
や

鉄
線
、
土
の
う
を
使
い
、
想
定
さ

れ
た
堤
防
の
り
面
の
亀
裂
拡
大
や

崩
壊
を
未
然
に
防
ぐ
独
特
の
工
法

に
果
敢
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

流
域
自
治
体
の
持
ち
回
り
で
毎

年
実
施
さ
れ
て
い
る
緑
川
水
防
演

習
は
防
災
へ
の
体
制
整
備
・
強
化
、

住
民
の
意
識
高
揚
を
図
る
試
み
で

す
。
今
回
も
梅
雨
前
線
が
活
動
を

強
め
て
大
雨
と
な
り
、
堤
防
決
壊

が
心
配
さ
れ
る
と
の
想
定
で
行
わ

れ
、
地
元
の
美
里
町
水
防
団
が
土

の
う
２
０
０
袋
を
積
み
上
げ
る
訓

練
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

写真上は「つなぎ縫い工法」の護岸演習を繰り
広げる嘉島町水防団員ら。写真下は同工法の演
習を終えて整列

緑川守る演習展開緑川守る演習展開
嘉島町水防団も出動
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緑
川
流
域
会
議
は
官
民
一
体
と
な
っ

て
結
成
さ
れ
た

　「緑川の日」にちなむ恒例の川沿い一
斉清掃が４月 29 日、嘉島町はじめ流域
の各地で繰り広げられました。
　メイン会場となった犬渕の河川敷では
開始セレモニーが開かれ、緑川改修期成
会長の荒木町長が「ふるさとの緑川をよ
りきれいにし、その豊かな自然や歴史、
文化に親しむチャンスにもしてくださ
い」と呼び掛けました。

　参加者５００人余りは右岸堤防の道路
沿いから河川敷一帯、川面までペットボト
ルや空き缶、漂着物の木切れなどのごみ
拾い。心無い人が投げ捨てたとみられる
家電製品のプリンターも回収されました。
　流域の一斉清掃は平成６年から毎年実
施され、今年で 25 回目。流域の３市６
町村では今回も４月 29 日の「緑川の日」
を中心に、５月にかけて延べ２万人前後
の住民がそれぞれ清掃活動に取り組んだ
ということです。

　
「
緑
川
の
日
」
の
４
月
29
日
、

嘉
島
町
な
ど
流
域
で
環
境
保
全
か

ら
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
む
住
民
グ

ル
ー
プ
と
自
治
体
が
官
民
一
体
で

「
緑
川
流
域
会
議
」
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
昨
年
の
同
日
、
開
か
れ

た
震
災
復
興
イ
ベ
ン
ト
の
流
域
サ

ミ
ッ
ト
で
の
申
し
合
わ
せ
「
住
民

と
行
政
の
大
同
団
結
を
図
っ
て
い

こ
う
」
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、

民
間
か
ら
の
呼
び
掛
け
で
会
議
の

旗
揚
げ
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

こ
の
日
行
わ
れ
た
一
斉
清
掃
に

引
き
続
き
、
メ
イ
ン
会
場
の
犬
渕

河
川
敷
で
発
足
式
が
開
か
れ
、
参

加
19
の
住
民
グ
ル
ー
プ
代
表
や
嘉

島
町
は
じ
め
流
域
３
市
６
町
、
そ

れ
に
県
、
国
の
関
係
者
ら
が
勢
ぞ

ろ
い
。「
世
代
、
地
域
、
人
を
つ

な
ぐ
緑
川
」
を
旗
印
に
、
流
域
か

ら
の
情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
こ

と
な
ど
発
足
宣
言
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
、「
サ
ー
フ

ボ
ー
ド
を
ボ
ー
ト
で
引
っ
張
る
」

と
い
う
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
水
上

ス
ポ
ー
ツ
「
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
」

の
プ
ロ
選
手
が
緑
川
を
舞
台
に
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
。
水
上
ス

キ
ー
や
ゴ
ム
ボ
ー
ト
の
体
験
会
や

震
災
復
旧
工
事
で
フ
ル
稼
働
し
た

土
木
・
建
設
機
械
の
展
示
、
さ
ら

に
は
流
域
の
物
産
販
売
・
飲
食

コ
ー
ナ
ー
な
ど
緑
川
に
ち
な
ん
だ

趣
向
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

緑
川
の
震
災
復
旧
工
事
で
活
躍
し
た

土
木
・
建
設
の
機
械
・
機
材
の
展
示

も
行
わ
れ
た

流域会議発足に合わせ、「ウェイク
ボード」のプロ選手がデモンストレー
ションの妙技で緑川の魅力を再発見

緑川一斉清掃で拾い集められたごみの中には
心無い人が投げ捨てたとみられるプリンターも

犬渕で一斉清掃犬渕で一斉清掃
「緑川の日」恒例 ――― 

緑
川
流
域
会
議

緑
川
流
域
会
議  

旗
揚
げ

旗
揚
げ

世
代
超
え
地
域
、
人
つ
な
ぐ

世
代
超
え
地
域
、
人
つ
な
ぐ
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嘉
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

平
成
30
年
度
総
会
が
４
月
30
日
、

町
民
会
館
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
健

康
の
維
持
や
学
び
の
充
実
を
図
る

新
た
な
活
動
計
画
が
決
ま
り
ま
し

た
。

　

中
島
敬
也
会
長
が
「
自
分
の
健

康
を
守
っ
て
地
域
社
会
へ
の
奉
仕

活
動
に
努
め
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
。
荒
木
町
長
も
震
災
か
ら
の

復
旧
・
復
興
は
じ
め
町
政
の
現
状

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、「
健
康

寿
命
を
延
ば
し
て
、
い
つ
ま
で
も

健
や
か
に
お
元
気
で
」
と
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

　

今
年
、
米
寿
（
88
歳
）
を
迎
え

る
会
員
は
32
人
。
代
表
の
鍬
先
盛

雄
さ
ん
（
上
六
嘉
）
に
表
彰
状
を

贈
っ
た
ほ
か
、
単
位
ク
ラ
ブ
会
長

な
ど
役
職
退
任
者
４
氏
の
功
労
を

た
た
え
る
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 　

総
会
に
引
き
続
き
、
町
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
管
理
者
、
早

川
眞
澄
さ
ん
が
認
知
症
予
防
に
関

す
る
講
話
。
恒
例
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
各
単
位
ク
ラ

ブ
か
ら
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
老
連
は
町
内
13
の
単
位
ク
ラ

ブ
で
構
成
さ
れ
、
会
員
数
は
９
３

２
人
と
い
う
こ
と
で
す
。

団
地
に
本
社
を
置
き
、
運
送
や
倉

庫
な
ど
の
事
業
を
展
開
す
る
「
Ａ

Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ａ
」
の
上
田
裕
子
社
長
が

「
プ
ラ
ス
思
考
で
苦
難
を
乗
り
越

え
る
」
と
題
し
て
講
演
。
上
田
社

長
は
自
ら
の
体
験
を
踏
ま
え
、
楽

し
い
人
生
を
送
る
た
め
の
考
え
方

な
ど
に
つ
い
て
語
り
掛
け
ま
し
た
。

　

今
春
、
新
た
に
缶
酎
ハ
イ
の
生

産
に
乗
り
出
し
た
サ
ン
ト
リ
ー
九

州
熊
本
工
場
（
嘉
島
町
北
甘
木
）

で
は
、
多
品
目
生
産
の
〝
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
化
〞
が
一
層
進
む
こ
と
に

な
り
そ
う
で
す
。

　

同
工
場
は
ビ
ー
ル
類
の
ほ
か
、

清
涼
飲
料
ま
で
生
産
す
る
「
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
工
場
」
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
４
月
24
日
の
発
表
に

よ
り
ま
す
と
近
年
、
人
気
を
呼
ぶ

ふ
た
を
開
け
た
ら
、
そ
の
ま
ま
す

ぐ
飲
め
る
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
「
Ｒ

Ｔ
Ｄ
（
レ
デ
ィ
・
ト
ゥ
・
ド
リ
ン

ク
）」
市
場
に
対
応
し
、
缶
入
り

の
酎
ハ
イ
生
産
も
手
掛
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

缶
酎
ハ
イ
類
は
、
缶
飲
料
の
生

産
系
統
の
う
ち
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
清

涼
飲
料
用
の
ラ
イ
ン
を
切
り
替
え
な

が
ら
生
産
。
年
内
を
め
ど
に
ウ
イ
ス

キ
ー
ベ
ー
ス
の
缶
飲
料
追
加
も
検
討

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

中
島
会
長
（
右
）
か
ら
米
寿
の
表
彰

状
な
ど
贈
ら
れ
る
鍬
先
盛
雄
さ
ん

で
開
か
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

こ
の
講
座
は
、
町
教
委
が
こ
れ

ま
で
開
い
て
い
た
高
齢
者
・
婦
人

合
同
学
級
の
装
い
を
改
め
、
生
涯

学
習
の
新
機
軸
の
位
置
付
け
で
展

開
。
町
内
外
か
ら
講
師
を
招
い
た

講
演
会
な
ど
年
６
回
程
度
、
開
講

す
る
計
画
で
す
。

　

初
回
の
講
座
に
は
80
人
を
超
す

受
講
者
が
集
ま
り
、
熊
本
南
工
業

　

嘉
島
町
上
仲
間
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
悠
優
か
し
ま
」
を
運

営
す
る
社
会
福
祉
法
人「
千
寿
会
」

の
白
石
敬
司
理
事
長
が
５
月
８
日
、

町
役
場
に
荒
木
町
長
を
訪
ね
、
側

溝
清
掃
の
機
材
を
寄
贈
し
ま
し
た
。 　

白
石
理
事
長
が
「
て
こ
の
原
理

を
利
用
し
、
側
溝
の
重
い
ふ
た
な

ど
楽
に
持
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き

る
〝
優
れ
も
の
〞
で
す
」
と
説
明
。

こ
れ
に
対
し
、
荒
木
町
長
は
機
材

の
製
作
会
社
と
白
石
理
事
長
の
嘉

島
に
ま
つ
わ
る
交
流
を
通
し
て

「
寄
贈
い
た
だ
い
た
経
緯
も
あ
り
、

大
切
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
」
と

お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

町
建
設
課
で
は
町
民
の
皆
さ
ん

が
側
溝
清
掃
に
当
た
ら
れ
る
際
、

機
材
を
随
時
貸
し
出
す
方
針
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は
同
課
☎
２
３
７

－

２
６
１
９
。

町役場に荒木町長（左端）を訪ね、
側溝清掃の機材を贈った白石理事長ら

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

3232
人
の
会
員
に
米
寿
祝
い

人
の
会
員
に
米
寿
祝
い

　

嘉
島
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

の
学
び
の
場
と
な
る
初
の
「
町
民

講
座
」
が
４
月
20
日
、
町
民
会
館

  

初
の
町
民
講
座　

初
の
町
民
講
座　

新
た
な
学
び
の
場
に

新
た
な
学
び
の
場
に

嘉
島
の
サ
ン
ト
リ
ー

嘉
島
の
サ
ン
ト
リ
ー

さ
ら
に
多
品
目
生
産

さ
ら
に
多
品
目
生
産

町の美化に一役町の美化に一役
――― 側溝清掃の機材贈る
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　「かしま水の郷（さと）ま
つり２０１８」（８月４日開
催）に当たり、実行委員会で
は当日、会場へのテント出店
者を次の通り募集します。

○申し込み受付期間
　６月14日（木）～ 29日（金）
○対象者
　 町内居住者、および町内に
店舗を構える事業者
○申し込みに必要なもの
　・顔写真付きの身分証明書
　・印鑑（認め印可）
　・ 店舗の営業許可書（業者

の方のみ必要）

※ 応募多数の場合は抽選とさ
せていただきますので、あ
らかじめご了承ください。
　 　また、町内居住者の名義
を借りての出店につきまし
ては固くお断りいたします。
名義の貸し借りがあったと
確認された場合は出店をお
断りします。

○申し込み・問い合わせ先
かしま水の郷まつり実行委員
会事務局（役場企画情報課）

☎２３７－２６４１

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
出
演
も
決
ま
り
、

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
そ
う

で
す
。
総
合
司
会
は
タ
レ
ン
ト
の

大
田
黒
浩
一
さ
ん
で
す
。

　

ま
つ
り
当
日
の
舞
台
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
広
報
か
し
ま
７
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

と
同
様
、
①
会
場
は
イ
オ
ン
モ
ー

ル
熊
本
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
②
開
幕

時
間
も
17
時
半
―
と
し
、
呼
び
物

の
打
ち
上
げ
花
火
に
つ
い
て
も
例

年
通
り
「
午
後
８
時
ス
タ
ー
ト
」

と
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　

今
夏
は
「
輝
く
ま
ち
で
」
を

作
詞
・
作
曲
し
た
在
熊
の
シ
ン

ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、
際
田

ま
み
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
を
メ
イ
ン

に
、
お
掃
除
ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ

ト
「
熊
本
ク
リ
ア
ー
ズ
」
や
山
鹿

灯
籠
踊
り
が
客
演
。
お
な
じ
み
の

か
し
ま
太
鼓
、
嘉
島
中
吹
奏
楽
部
、

町
消
防
音
楽
隊
、
Ｂ
‐
ｆ
ｉ
ｔ
ス

　

嘉
島
町
の
夏
の
風
物
詩
「
か
し

ま
水
の
郷
（
さ
と
）
ま
つ
り
２
０

１
８
」
は
今
夏
、
８
月
４
日
（
土

曜
）
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。
今
回
は
、
先
に
完
成

し
た
町
の
歌
（
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン

グ
）「
輝
く
ま
ち
で
」
の
お
披
露

目
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
町
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
会
長
・
荒
木
町
長
）
が
５
月

14
日
、
町
役
場
で
開
か
れ
、
昨
夏

昨
夏
の
ま
つ
り
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。

写
真
上
は
嘉
島
中
吹
奏
楽
部
の
ス

テ
ー
ジ
。
写
真
右
は
多
く
の
人
出
で

に
ぎ
わ
っ
た
会
場
の
様
子

「
町
ま
ち
づ
く
り
基
金
運
営
委
員
会
」

と
共
に
開
か
れ
た
「
か
し
ま
水
の
郷

ま
つ
り
実
行
委
員
会
」
で
８
月
４
日

の
開
催
が
決
ま
っ
た

かしま水の郷まつり
「
輝
き
」

「
輝
き
」
モ
チ
ー
フ
に

モ
チ
ー
フ
に

打
ち
上
げ
花
火
、
ス
テ
ー
ジ

打
ち
上
げ
花
火
、
ス
テ
ー
ジ

88月月44日開催日開催

テント出店テント出店
　希望者募る　希望者募る

 ――― まつり会場 ――― まつり会場
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　雨で順延された嘉島東小の運動会は５月 27 日、
同小グラウンドで開かれました。抜けるような青空
が広がる絶好のコンディションとなり、堂々の入場
行進を披露した児童たちは徒競走にリレー、そして
綱引きや玉入れ、フォークダンスなど「東っ子　い
いえがおだねー！　赤団　白団　全力でがんばろ
う」とハッスル。保護者の競技にも声援が飛んでい
ました。

力を合わせ
綱引き、玉入れ…綱引き、玉入れ…

東
っ
子
の
笑
顔
い
い
ね

東
っ
子
の
笑
顔
い
い
ね
嘉
島
東
小

　

運
動
会
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　嘉島西小の運動会が５月 26 日、同小グラウンドで開か
れました。あいにく雨のため、開会を１時間遅らせた上、
プログラムも一部変更。それでも児童たちの相次ぐ力走と
熱演、加えて保護者らの盛んな声援に後押しされるように
雨雲も退散（？）。午後にはカラリと晴れ上がってスロー
ガン通り「全力西っ子　最後は笑顔の運動会」となりまし
た。

全力疾走全力疾走
西っ子、青空呼び戻す?西っ子、青空呼び戻す?

雨
天
決
行
、
最
後
は
…

雨
天
決
行
、
最
後
は
…
嘉
島
西
小

　

運
動
会
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軽やかに舞い決めた！

　

嘉
島
西
小
の
３
年
生
が
４
月
23
日
、
高

田
み
ん
な
の
広
場
公
園
の
緑
川
で
稚
ア
ユ

の
放
流
を
体
験
し
ま
し
た
。
緑
川
漁
協

（
甲
佐
町
）
が
取
り
組
む
漁
業
資
源
の
保

全
・
確
保
の
一
環
で
今
回
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
熊
本
が
「
ふ
る
さ
と
が
誇
る
緑
川
に
親

し
ん
で
も
ら
お
う
」
と
全
面
協
力
し
て
児

童
の
体
験
放
流
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

ポ
リ
バ
ケ
ツ
に
小
分
け
し
た
体
長
５
、

６
㌢
の
稚
ア
ユ
約
１
万
数
千
尾

を
、
児
童
78
人
が
漁
協
職
員
ら

の
指
示
で
代
わ
る
代
わ
る
川
に

放
流
。
跳
ね
て
バ
ケ
ツ
か
ら
飛

び
出
す
稚
ア
ユ
も
相
次
ぎ
、
児

童
た
ち
の
歓
声
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　

同
漁
協
に
よ
り
ま
す
と
、
ア

ユ
漁
解
禁
の
６
月
に
は
今
回
放

流
さ
れ
た
稚
魚
が
18
㌢
前
後
ま

で
成
長
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　
　
　

稚
ア
ユ
放
流

跳ねてバケツから飛び出す稚アユ
に児童たちの歓声が上がった交通安全教室嘉島東、西小 嘉

島
西
小

嘉島中 体育大会ピックアップ

― ― 仲間仲間と共にと共に

嘉島東小の交通安全教室

　嘉島町の小学生たちが交通ルールを学
ぶ新学期恒例の安全教室が西小（５月10
日）、東小（同14日）でそれぞれ開かれま
した。
　西小は１～４年生、東小では全校児童
が参加し、嘉島交番員をはじめ町交通指
導員、御船署員らが指導に当たりました。
　児童たちは学校近くの交差点などに出
ると、まず安全を確認、しっかり手を挙
げて横断したり、グラウンドでは安全な
自転車の乗り方について学んだりしてい
ました。
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熱い熱い友情友情 ―――― ――――

　
「
パ
ワ
ー
・
オ
ブ
・
ス
マ
イ
ル
（
笑
顔
の
力
）」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ

た
嘉
島
中
の
第
68
回
体
育
大
会
が
５
月
19
日
、
同
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か

れ
ま
し
た
。
徒
競
走
や
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」「
民
舞
ソ
ー
ラ
ン
節
」
の

ダ
ン
ス
な
ど
全
校
生
徒
が
競
い
合
っ
た
り
、
力
を
合
わ
せ
た
り
。
応
援
に

駆
け
つ
け
た
家
族
ら
か
ら
盛
ん
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

〝〝
笑笑
顔顔
のの
力力
〞〞信
じ
て

信
じ
て

嘉
島
中　

第
68
回
体
育
大
会



広報かしま2018.6

12

税は納期限内に納めましょう
　税金の滞納がある場合、納期限を守って税金を納めている方との公平性を保つため、
差し押さえなどの滞納処分を行います。

地方税法の規定により、納期限経過後20日以内に督促状を送付します。督促状が発布された場
合、督促手数料100円も併せて徴収することになります。 
※ 役場で納付の確認をするのに２週間ほどかかる場合があります。督促状の行き違いの際はご
容赦願います。なお、納期限の翌日から延滞金が計算されます。

納期限を過ぎても納付されない場合

督促状の発送日から10日経過しても完納しない場合は、財産を差し押さえることができます。

督　促

⇒地方税法　第331条 
　 「督促状を発した日から起算して10日を経過した日までに完納しないときは、財産を
差し押さえしなければならない」と法律で定められています。 
事前予告や本人の同意は必要としません。

捜索・差し押さえ

財産調査の結果、預金・生命保険・給与・売掛金などがあれば、差し押さえを行い、強制的に換
価して滞納税分に充てます。また、滞納者の居宅の捜索を行い、換価できる動産（車を含む）の
差し押さえを行い、公売会で売却し、滞納額に充てます。 
これらの差し押さえ、強制換価、居宅の捜索などは事前予告や本人の同意は必要としません。

催　告

督促状を送付しても納付がない場合や、過年度の滞納が残っている場合は、催告書を送付し、
電話による催告を行う場合もあります。

財産調査

督促状や催告書を送付しても納付がない場合は、滞納者の財産を発見するために、官公署・金融機
関・勤務先・取引先・滞納者の財産を占有する第三者などに対して調査を行います。これらの調査
は国税徴収法第141条から147条の規定に基づき、滞納者の了承を得ずに行うことができます。

口座振替での納付が便利です。
納付は納め忘れがない口座振替が便利です。 
肥後銀行、熊本銀行、上益城農協、熊本第一信
用金庫、九州労働金庫、ゆうちょ銀行、役場税
務課の窓口で手続きできます。
（すでに申請されている方は残高不足にご注意
ください）

納税のご相談は税務課徴収係まで
☎２３７－２６３９（直通）

　 やむを得ない理由で納付が困難な場合は、事
前に連絡・相談ください。生活状況などの聞
き取りをしたうえで、完納までの計画の相談
に応じます。連絡がないと個別の事情を把握
できず、法令に基づき滞納処分を行うことに
なります。

役場税務課　☎ 237-2639
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　平成 30年度から国民健康保険制度の安定化を図るため、県と市町村が一体となって国保事業の
運営を行うことになりました。それに伴い標準保険料率を踏まえ、税率の改正を行いました。また、
資産割、介護分の平等割を廃止し、標準的な算定方式へ改めました。

平成 29 年度
（改正前）

平成 30 年度
（改正後）

【医療分】･････････ 医療費等の支払いに充てる税

【後期支援金分】･･･ 後期高齢者医療制度に充てる税

【介護納付金分】･･･ 介護保険事業に充てる税

　　　　　　　　　（40～ 64歳の被保険者が対象）

【所得割】･･･ 被保険者の前年の所得にかかる税率

【資産割】･･･ 当年度の固定資産税額にかかる税率

【均等割】･･･ 被保険者 1人あたりの税額

【平等割】･･･ １世帯あたりの税額

医
療
分

所得割 7.0% 8.6%

資産割 28.0% －

均等割 31,000 円 27,000 円

平等割 31,000 円 20,000 円

後
期
支
援
金
分

所得割 2.1% 2.7%

資産割 8.0% －

均等割 10,000 円 8,900 円

平等割 9,000 円 6,600 円

介
護
納
付
金
分

所得割 1.4% 1.9%

資産割 5.7% －

均等割 8,000 円 12,000 円

平等割 5,000 円 －

税率改正が家計に与える影響のモデルケース

A世帯 B世帯 C世帯 D世帯

条
件

世帯構成
40 代夫婦
＋

子ども２人

40 代夫婦
＋

子ども２人
65 歳以上２人世帯 65 歳以上１人世帯

世帯年間所得 283 万円 183 万円 83 万円 0円

固定資産税額 50,000 円 50,000 円 50,000 円 50,000 円

税
額

改正前税率による
年税額 508,350 円 358,350 円 129,850 円 46,650 円

改正後税率による
年税額 524,200 円 353,360 円 115,200 円 18,750 円

年税額差額 +15,850 円 － 4,990 円 － 14,650 円 － 27,900 円

※ 世帯ごとの税額は、7月中旬に税務課から送付する納税通知書でご確認ください。 
第 1・2 期（4・6月）の税額は、前年度分の算定根拠および旧税率・額に基づく仮徴収税額です。

国民健康保険税率が変わりました

国保制度については
　役場町民課保健係
　　　　　　☎237-2574

税額算定については
　役場税務課課税係
　　　　　　☎237-2639
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ご
注
意
く
だ
さ
い

児
童
手
当
の
現
況
届

　

児
童
手
当
の
受
給
者
の
方
は
6
月
29

日
ま
で
に
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
提
出
が
な
い
場
合
は
、
６
月

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類
》

○
受
給
者
（
保
護
者
）
の
健
康
保
険
証

の
写
し

○
受
給
者
と
児
童
が
別
居
し
て
い
る
場

合
↓
そ
の
児
童
の
属
す
る
世
帯
全
員
の

住
民
票
と
生
計
同
一
申
立
書

※
こ
の
他
に
も
必
要
に
応
じ
て
提
出
し

て
い
た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま
す
。

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

６
月
期
児
童
手
当
の
振
り
込
み

　

平
成
30
年
２
月
分
〜
５
月
分
の
児
童

手
当
の
希
望
金
融
機
関
口
座
へ
の
振
り

込
み
は
６
月
８
日
（
金
）
で
す
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

例
年
通
り
、
保
育
料
の
未
納
が
あ
る

方
は
窓
口
払
い
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－
２
５
７
６

農
繁
期
の
農
作
業
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を

　

〜
消
毒
、
わ
ら
焼
却
の
煙
〜

　

春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
米
、
麦
、
大

豆
の
農
繁
期
を
迎
え
ま
す
。
農
家
の
方

は
農
作
物
の
栽
培
管
理
に
お
い
て
、
消

毒
を
行
っ
た
り
、
や
む
を
得
ず
麦
わ
ら
、

稲
わ
ら
の
焼
却
を
行
っ
た
り
す
る
場
合

は
、
風
向
き
な
ど
に
ご
配
慮
い
た
だ
き
、

隣
接
す
る
住
宅
住
民
の
方
へ
の
事
前
の

声
か
け
や
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
の

時
間
帯
を
避
け
る
な
ど
の
対
応
を
お
願

　◇お断り　問い合わ
せ先は各項の末尾です。

い
し
ま
す
。

　

農
地
周
辺
の
住
民
の
方
は
、
周
辺
農

地
の
様
子
を
う
か
が
い
、
消
毒
が
行
わ

れ
そ
う
で
あ
れ
ば
戸
口
や
窓
を
閉
め
る
、

洗
濯
物
な
ど
の
外
干
し
を
控
え
る
な
ど

の
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
消
毒　

麦　

４
月
上
旬
〜
中
旬

　
　
　
　

米　

９
月
上
旬

○
わ
ら
焼
却　

麦　

６
月
上
旬
〜
中
旬

　
　
　
　
　
　

米　

10
月
中
旬
〜
11
月

　
　
　
　
　
　
　
　

上
旬

　
　

役
場
農
政
課
農
政
係

☎
２
３
７－

２
６
２
９

　
　

上
益
城
農
協
嘉
島
支
所
購
買

☎
２
３
７－

０
０
９
８

家
庭
で
の
フ
グ
処
理
は

大
変
危
険
で
す
！

　

フ
グ
毒
（
テ
ト
ロ
ド
ト
キ
シ
ン
）
は
、

青
酸
カ
リ
の
数
百
倍
の
毒
性
を
持
つ
極

め
て
危
険
な
毒
で
す
。

　

フ
グ
の
毒
は
、
一
般
に
肝
臓
、
卵
巣
、

皮
が
強
い
と
さ
れ
ま
す
が
、
種
類
や
部

位
に
よ
っ
て
著
し
く
異
な
り
ま
す
。
フ

グ
に
よ
っ
て
可
食
部
位
が
異
な
る
た
め
、

食
べ
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
素
人
が
判
断

す
る
こ
と
は
大
変
危
険
で
す
。
フ
グ
の

毒
は
、
加
熱
な
ど
の
調
理
で
は
、
無

（
弱
）
毒
化
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
熊
本
県
で
は
、
営
業
で
フ
グ
を
提

供
す
る
場
合
に
は
、
条
例
で
県
知
事
の

免
許
を
受
け
た
「
ふ
ぐ
処
理
師
」
の
み

が
、「
ふ
ぐ
処
理
所
」
の
登
録
を
受
け

た
場
所
で
フ
グ
を
処
理
で
き
る
と
定
め

て
い
ま
す
。
免
許
を
持
た
な
い
方
が
フ

グ
を
処
理
す
る
こ
と
は
大
変
危
険
で
す

の
で
、
決
し
て
素
人
調
理
を
行
わ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

※
参
考
：
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
自
然
毒
の
リ
ス
ク
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
」

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/topics/

syokuchu/poison/

　
　

御
船
保
健
所
衛
生
環
境
課

☎
２
８
２－

０
０
１
６

労
働
保
険
の
年
度
更
新

　

本
年
度
の
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
の
総
称
）
の
申
告
・
納
付
の

期
間
は
６
月
１
日
か
ら
７
月
10
日
ま
で

と
な
っ
て
お
り
、
労
働
保
険
料
は
熊
本

労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室
ま
た

は
県
内
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
、

も
し
く
は
日
本
銀
行
歳
入
代
理
店
の
金

融
機
関
ま
た
は
郵
便
局
（
た
だ
し
、
口

座
振
替
の
ご
利
用
者
を
除
く
）
で
申

告
・
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
６
月
18
日
か
ら
７
月
９
日
に

か
け
て
県
内
各
地
で
開
催
す
る
集
合
受

付
会
場
に
お
い
て
も
申
告
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
納
付
は
申
告
後
、
日
本
銀

行
歳
入
代
理
店
の
金
融
機
関
ま
た
は
郵

便
局
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
）。
集

合
受
付
会
場
の
日
程
な
ど
は
事
業
主
の

皆
さ
ま
に
送
付
す
る
申
告
書
に
同
封
の↑
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「
熊
本
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
労
働
保
険
料
を
申
告
さ
れ
る

際
に
は
、「
労
働
保
険
概
算
・
確
定
保

険
料
申
告
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

年
度
更
新
手
続
き
を
怠
り
ま
す
と
、

国
が
職
権
で
申
告
納
付
す
べ
き
正
し
い

労
働
保
険
料
の
額
を
決
定
し
た
上
で
追

徴
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
期
限
内
に
申
告
・
納
付
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

労
働
保
険
は
、
農
林
水
産
業
の
一
部

を
除
い
て
、
一
人
で
も
労
働
者
を
雇
用

り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
納
制
度
を

利
用
す
る
こ
と
で
年
金
額
を
増
や
す
こ

と
や
、
年
金
の
受
給
が
で
き
な
か
っ
た

方
が
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
　

年
金
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

☎
０
５
７
０－

０
０
３－

０
０
４

　
　

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
３
６
７－

８
１
４
４

家
庭
用
飲
料
水
の
水
質
検
査

　

家
庭
用
飲
料
水
の
水
質
検
査
を
実
施

さ
れ
た
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
の
基
準
に

適
合
し
て
い
る
か
検
査
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
町
が
委
託
し
た
検
査
機
関
が
月
２

回
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
検
査
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
役
場
都
市
計

画
課
環
境
係
に
採
水
容
器
を
取
り
に
来

て
い
た
だ
き
、
検
査
日
（
毎
月
２
回
）

当
日
に
採
水
し
、
正
午
ま
で
に
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
検
査
結
果
お
よ
び
検
査
代

金
の
領
収
書
は
、
後
日
検
査
機
関
か
ら

郵
送
さ
れ
ま
す
。

○
検
査
対
象　

家
庭
用
の
飲
料
水

○
７
月
ま
で
の
検
査
日　
　

６
月
20
日

（
水
）、
７
月
４
日
（
水
）、
７
月
18
日

（
水
）

○
採
水
方
法　

採
水
容
器
セ
ッ
ト
に
同

封
さ
れ
て
い
る
「
採
水
の
手
引
き
」
を

ご
存
じ
で
す
か

？

金
婚
夫
婦
・
結
婚
50
周
年
の
表
彰

　

町
で
は
今
年
も
金
婚
を
迎
え
ら
れ
る

ご
夫
婦
と
結
婚
50
周
年
（
一
人
金
婚
）

の
表
彰
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
表
彰
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、

昭
和
43
（
１
９
６
８
）
年
１
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
に
結
婚
さ
れ
た
方
々

に
な
り
ま
す
。

　

表
彰
の
申
し
込
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
方
は
所
属
の
老
人

ク
ラ
ブ
へ
、
そ
れ
以
外
の
方
に
つ
い
て

は
、
役
場
に
直
接
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に
つ

い
て
は
、「
広
報
か
し
ま
」
に
氏
名
と

表
彰
式
当
日
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

○
申
込
期
限　

　

７
月
13
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－
２
５
７
６

国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制
度

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
期
限
か

ら
２
年
を
過
ぎ
る
と
時
効
に
よ
り
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
な

が
ら
、
法
律
改
正
に
よ
り
時
限
措
置
と

し
て
、
過
去
５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
る
「
後
納
制
度
」
が
平
成
27
年
10

月
か
ら
30
年
９
月
ま
で
の
３
年
間
に
限

し
て
い
る
場
合
（
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ

ト
の
方
を
含
む
）
は
、
必
ず
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
で
す
。
労
働
者

を
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
の
皆
さ
ま
で
、

ま
だ
、
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
を
済

ま
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の

労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）
に
ご
相
談
の

上
、
速
や
か
に
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
（
年
度
更
新
申
告
書
の
記
載
方
法
）

　
　

☎
０
１
２
０－

７
０
０－

２
４
４

　
　

熊
本
労
働
局
総
務
部

　
　
（
年
度
更
新
に
関
す
る
こ
と
）

☎
２
１
１－

１
７
０
２

↑

【
16
面
に
続
く
】

６ 月 の 納 税 等 ７ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
町県民税…………………①  期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }②　期介護保険料
保育所利用料……………６月分
下水道使用料……………５月分
納期限日（口座振替日）
　　７月２日（月）

固定資産税………………②  期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }③　期介護保険料
保育所利用料……………７月分
下水道使用料……………６月分
納期限日（口座振替日）
　　７月31日（火）

毎月第４水曜日
午後６時～８時

６月27日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）
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こ
の
機
会
に
、
食
を
楽
し
む
こ
と
の

大
切
さ
、
食
の
持
つ
多
様
な
役
割
な
ど
、

家
族
や
身
近
な
人
と
大
事
な
「
食
」
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
３
３
３－

２
２
５
２

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

親
子
教
室
の
参
加
者

○
日
時　

　

７
月
３
日
（
火
）
10
時
〜
正
午

○
場
所　

鯰
公
民
館

○
内
容　

七
夕
ま
つ
り

・
親
子
で
作
ろ
う
七
夕
か
ざ
り

○ 

講
師　

そ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
て
ご
ら

ん
ス
タ
ッ
フ

○ 

参
加
費　

１
家
族
５
０
０
円
（
材
料

費
と
一
日
保
険
）

○
定
員　

５
家
族

○
申
込
締
め
切
り　

６
月
25
日
（
月
）

　
　

そ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
て
ご
ら
ん

　
　
　

代
表　

鷹
木

☎
２
３
７－

１
３
４
７
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

☎
０
９
０－

８
４
１
９－

０
８
７
５

ラ
ジ
オ
体
操
＆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
は
町
民

の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

月
１
回
（
原
則
と
し
て
第
１
日
曜
）、

熊
本
弁
で
解
説
す
る
約
５
分
間
の
ラ
ジ

ご
覧
の
上
、
ご
自
身
で
採
水
し
て
く
だ

さ
い
。

○
検
査
項
目　

11
項
目

（
一
般
細
菌
、
大
腸
菌
、
亜
硝
酸
窒

素
、
硝
酸
態
窒
素
お
よ
び
亜
硝
酸
態
窒

素
、
塩
化
物
イ
オ
ン
、
有
機
物
、
ｐ
Ｈ

値
、
味
、
臭
気
、
色
度
、
濁
度
）

○
検
査
代
金　

３
２
４
０
円
。
採
水
し

た
水
を
ご
持
参
さ
れ
た
際
に
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。
お
釣
り
の
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

○
補
助
金
額　

１
６
０
０
円
（
検
査
費

用
の
２
分
の
１
、百
円
未
満
切
り
捨
て
）。

後
日
、
指
定
さ
れ
た
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。

○
申
込
先　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

○
申
込
方
法　

検
査
日
前
の
都
合
が
い

い
と
き
に
、
採
水
容
器
を
取
り
に
来
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
検
査
日
に

採
水
し
た
水
を
ご
持
参
さ
れ
る
際
、
検

査
代
金
と
認
め
印
、
補
助
金
の
振
込
先

が
わ
か
る
通
帳
な
ど
が
必
要
で
す
。

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７

６
月
は
「
環
境
月
間
」

　

毎
年
６
月
は
環
境
月
間
で
す
。
全
国

各
地
で
環
境
に
関
す
る
行
事
や
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、「
環
境
」
に
つ
い
て
考
え

行
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
節
電
・
省
エ

オ
体
操
と
30
分
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
費
な
ど
は
不
要
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

　

７
月
１
日
（
日
）
午
前
８
時

○
場
所

・
ラ
ジ
オ
体
操　

中
学
校
運
動
場

・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ　

同
校
周
辺

　
　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ

　
　

事
務
局
（
町
教
育
委
員
会
内
）

☎
２
３
７－

０
０
５
８

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
キ
ッ
ズ
in
古
墳
館

　

県
立
装
飾
古
墳
館
（
山
鹿
市
）
に
九

州
内
外
の
美
術
館
・
博
物
館
が
集
合
！

　

兵
庫
か
ら
の
む
し
む
し
系
の
ほ
か
、

ア
ー
ト
系
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
。
い

ろ
ん
な
分
野
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
世
界

に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
日
時　
　

６
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　
　

10
〜
16
時

○
会
場　
　

熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館

○
対
象　
　

幼
児
〜
小
学
低
学
年
向
け

○
参
加
費　

無
料
（
一
部
材
料
費
が
必

要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
）

○
申
し
込
み　

不
要
（
事
前
予
約
は
で

き
ま
せ
ん
）

　
　

県
立
装
飾
古
墳
館

　
　

☎
０
９
６
８－

３
６－

２
１
５
１

ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
や
自
然
環
境
の

保
全
、
環
境
美
化
活
動
な
ど
、
一
人
一

人
が
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

○
今
の
環
境
に
つ
い
て
考
え
る

・
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
、
二
酸
化

炭
素
の
排
出
、
抑
制
に
対
す
る
意
識
を

高
め
ま
し
ょ
う

○
未
来
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
か
ら

・
再
生
品
や
省
エ
ネ
型
の
器
具
を
選

び
ま
し
ょ
う

・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
動
力
と
し
た
設

備
や
低
公
害
車
を
選
び
ま
し
ょ
う

○
環
境
活
動
に
参
加
す
る

・
環
境
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

自
然
観
察
会
な
ど
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

・
地
域
の
清
掃
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
活

動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

○
環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い
生
活
を

・
電
気
や
燃
料
の
無
駄
遣
い
を
な
く

し
ま
し
ょ
う

・
外
出
す
る
時
は
、
公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

・
物
は
大
切
に
長
く
使
い
ま
し
ょ
う

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７

「
食
育
月
間
」
も
６
月
で
す

　
「
食
」
は
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く

う
え
で
欠
か
せ
な
い
命
の
源
で
す
。
県

で
は
、「
第
３
次
熊
本
県
健
康
食
生
活
・

食
育
推
進
計
画
〜
く
ま
も
と
食
で
育
む

命
・
絆
・
夢
プ
ラ
ン
〜
」
に
基
づ
き
、

食
育
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

↑

【
15
面
か
ら
続
く
】
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松
橋
東
支
援
学
校
で
公
開
授
業

　

地
域
の
方
々
に
本
校
の
教
育
や
子
ど

も
た
ち
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
公
開
授
業
を
行
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
観
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

○
期
日　

６
月
18
日（
月
）〜
22
日（
金
）

○
時
間

・
小
学
部　

９
時
45
分
〜
10
時
30
分

・
中
学
部　

９
時
45
分
〜
10
時
35
分

・
幼
稚
部　

９
時
45
分
〜
10
時
30
分

○
会
場

　
　

熊
本
県
立
松
橋
東
支
援
学
校

　
　

☎
０
９
６
４－

３
２－

１
７
２
６

募
っ
て
い
ま
す

脳
い
き
い
き

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

本
年
度
下
半
期
に
実
施
を
予
定
し
て

い
る
「
脳
い
き
い
き
教
室
」
や
サ
ロ
ン

な
ど
地
域
の
通
い
の
場
に
お
い
て
、
パ

ズ
ル
な
ど
を
用
い
た
認
知
症
予
防
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
践
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

○
対
象
者

　

養
成
講
座
受
講
後
、
脳
い
き
い
き
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
脳
い
き
い
き
教
室

や
地
域
の
サ
ロ
ン
な
ど
に
お
い
て
活
動

し
て
い
た
だ
け
る
方

○
日
程

７
月
〜
９
月
の
火
曜
日
（
全
８
回
）

午
前
10
〜
11
時
半

・
第
１
回　

７
月
31
日

　

認
知
症
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ

・
第
２
回　

８
月
７
日

　

記
憶
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
ぶ

・
第
３
回　

８
月
21
日

　

図
形
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
ぶ
①

・
第
４
回　

８
月
28
日

　

図
形
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
ぶ
②

・
第
５
回　

９
月
４
日

　

読
み
書
き
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
ぶ

・
第
６
回　

９
月
11
日

　

コ
グ
リ
ハ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
ぶ

・
第
７
回　

９
月
18
日

　

認
知
機
能
評
価
を
学
ぶ

・
第
８
回　

９
月
25
日

　

ま
と
め

○
会
場

　

町
民
会
館
２
階
会
議
室

○
定
員　

30
人

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

○
受
講
料　

無
料

○
申
込
先

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

○
申
込
方
法

７
月
13
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
町
民
課
介
護
保
険
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

　
　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
２
３
７－

２
９
８
１

↑

平
成
30
年
度
水
の
日
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

く
ま
も
と
地
下
水
財
団
で
は
、
８
月

１
日
の
「
水
の
日
」
を
記
念
し
、
地
下

水
の
魅
力
や
地
下
水
保
全
活
動
を
情
報

発
信
す
る
場
と
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
地

下
水
の
恩
恵
や
地
下
水
保
全
の
情
報
を

共
有
し
ま
せ
ん
か
。

○
日
時　
　

７
月
31
日
（
火
）

　
　
　
　
　

14
時
30
分
〜
16
時
30
分

○
場
所　
　

熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル

○
定
員　
　

１
５
０
人

○
参
加
費　

無
料

○
事
前
申
し
込
み　

７
月
２
日
（
月
）
か
ら

　

※
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
（
当
日
参
加
も
可
）。

○
内
容

①
主
催
者
あ
い
さ
つ

②
地
下
水
保
全
顕
彰
制
度
認
定
書
交
付

式
（
４
企
業
・
団
体
）

③
水
に
関
す
る
リ
レ
ー
講
演
会

講
師
：
水
野
直
樹
氏
（
Ｆ
Ｍ
７
９
１

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
）
ほ
か

公
益
財
団
法
人
く
ま
も
と
地
下
水
財
団

☎
２
４
７－

６
６
６
１

　

詳
細
は
（
公
財
）
く
ま
も
と
地
下
水

財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。

http://kum
am
otogw

f.or.jp

【
18
面
に
続
く
】

休日当番医

６月10日（日）田上皮ふ科クリニック（御船町）
　　　　　　　　　　　　　☎２３１－１１１２

６月17日（日）小糸整形外科（御船町）
　　　　　　　　　　　　　☎２８２－００５０

６月24日（日）みふね眼科（御船町）
　　　　　　　　　　　　　☎２８２－３７１１

７月１日（日）山地外科胃腸科医院（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　　☎２３７－０００３

７月８日（日）たかぞえ内科・循環器内科クリニック（御船町）
　　　　　　　　　　　　　☎２８２－００７０

７月15日（日）のぐち皮ふ科（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　　☎２３７－４１１２

７月16日（月・祝）榊田泌尿器科外科医院（御船町）
　　　　　　　　　　　　　☎２８２－６３６３
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平
成
30
年
度
熊
本
県
介
護
支
援

専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

　

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試

験
は
、
熊
本
県
知
事
の
指
定
を
受
け
、

次
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
。

○
試
験
期
日

　

10
月
14
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
45
分
着
席

　
　
　

午
前
10
時
開
始

○
試
験
会
場
（
予
定
）　

開
新
高
、
九

州
学
院
高
、
慶
誠
高
（
い
ず
れ
も
熊
本

市
）

※
試
験
会
場
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

公
共
の
交
通
機
関
を
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。

○
受
験
対
象
者　

保
健
、
医
療
、
福
祉

の
所
定
の
分
野
で
通
算
５
年
以
上
の
期

間
、
か
つ
日
数
が
９
０
０
日
以
上
の
実

務
経
験
を
有
す
る
方
（
詳
細
は
「
試
験

案
内
」
に
記
載
）

○
試
験
案
内
の
配
付
期
間　

〜
７
月
10

日
（
火
）
ま
で

○
試
験
案
内
の
配
付
場
所　

熊
本
県
社

会
福
祉
協
議
会
（
福
祉
人
材
・
研
修
セ

ン
タ
ー
）、
各
市
町
村
社
会
福
祉
協
議

会
（
支
所
を
含
む
）、
熊
本
県
認
知
症

対
策
・
地
域
ケ
ア
推
進
課
、
熊
本
市
高

齢
介
護
福
祉
課

※
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。
郵

送
に
よ
る
試
験
案
内
の
配
付
は
行
い
ま

せ
ん
。

○
受
験
申
し
込
み
受
付
期
間　

〜
７
月

10
日
（
火
）
ま
で

○
受
験
申
し
込
み
方
法　

受
験
申
込

書
は
、「
試
験
案
内
」
巻
末
の
専
用
封

筒
を
使
用
し
、
１
通
に
つ
き
１
人
分

を
、
必
ず
簡
易
書
留
に
よ
り
熊
本
県
社

会
福
祉
協
議
会
（
福
祉
人
材
・
研
修
セ

ン
タ
ー
）
宛
て
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

（
７
月
10
日
の
消
印
有
効
）。
な
お
、
持

参
に
よ
る
申
込
書
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
申
し
込
み
で
は
、
再

受
験
者
を
含
む
全
て
の
受
験
者
は
、
実

務
経
験
証
明
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

○
受
験
手
数
料　

８
５
０
０
円

○
実
務
研
修
の
予
定　

試
験
合
格
者
を

対
象
に
、
実
務
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

　

①
実
施
時
期　

平
成
31
年
１
月
〜
５

　

月
の
間
15
日
間

　

②
実
施
会
場　

熊
本
市

　

 

社
会
福
祉
法
人
熊
本
県
社
会
福
祉
協

議
会 

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
３
２
２－
８
０
７
７

　
　
　
　
　

※
土
日
、
祝
日
を
除
く
。

調
理
師
試
験

○
試
験
日　

８
月
28
日
（
火
）

○
試
験
会
場　

熊
本
県
立
大

○
受
験
資
格　

中
学
卒
業
程
度
の
学
歴

を
持
ち
、
飲
食
店
や
給
食
施
設
な
ど
で

２
年
以
上
の
調
理
業
務
に
従
事
し
た
経

験
の
あ
る
方

○
願
書
配
布　

各
保
健
所
、
県
庁
健
康

づ
く
り
推
進
課
な
ど
で
配
布

○
願
書
受
け
付
け　

　

６
月
11
日
（
月
）
〜
15
日
（
金
）

○
提
出
先　

・
熊
本
市
居
住
者
↓
熊
本
市
保
健
所

・
そ
の
他
県
内
居
住
者
↓
県
保
健
所

　
　

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
３
３
３－

２
２
５
２

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

県
立
農
業
大
「
緑
の
学
園
」
開
催

　

在
籍
高
校
な
ど
を
通
じ
て
、
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
参
加
申
込
書

な
ど
は
、
農
大
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

○
申
込
期
限　

第
１
回
＝
７
月
６
日

（
金
）、
第
２
回
＝
７
月
27
日
（
金
）

○
定
員　

各
回
80
人

○
参
加
費　

２
５
０
円

　
　

熊
本
県
立
農
業
大
学
校

☎
２
４
８－

１
１
８
８

55
歳
か
ら
の
お
仕
事
支
援
講
習

受
講
者
募
集

　

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
で
は
55
歳
以
上
の
求
職
者
を
対
象

に
講
習
を
行
い
ま
す
。

※
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
求
職
登
録
が
必
要
で
す
。

《
流
通
・
小
売
業
ス
タ
ッ
フ
》

○
講
習
期
間　

　

７
月
18
日
（
水
）
〜
19
日
（
木
）

○
定
員　

15
人

○
実
施
場
所　

イ
オ
ン
熊
本
店

○
申
込
締
め
切
り
日　

７
月
９
日（
月
）

《
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
人
》

○
講
習
期
間　

６
月
27
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

〜
７
月
４
日
（
水
）

○
定
員　

20
人

○ 

実
施
場
所　

熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

○
申
込
締
め
切
り
日　

6
月
18
日（
月
）

《
施
設
・
交
通
誘
導
警
備
》

○
講
習
期
間　

　

７
月
11
日
（
水
）
〜
13
日
（
金
）

○
定
員　

15
人

○
実
施
場
所　

熊
本
市
流
通
情
報
会
館

○
申
込
締
め
切
り
日　

７
月
２
日（
月
）

　
　

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材

　
　

セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
３
１
２－

３
３
１
０

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

６
月
27
日
（
水
）　

弁
護
士

　

７
月
25
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
17
面
か
ら
続
く
】

↑
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１　

マ
ル
チ
商
法
〈
在
庫
を
抱
え
て
頭

を
抱
え
る
こ
と
に
〉

　
「
簡
単
に
も
う
か
る
仕
事
だ
」「
知

人
・
友
人
を
誘
っ
て
会
員
に
さ
せ
る
と

利
益
が
出
る
」「
み
ん
な
で
お
金
も
う

け
で
き
て
幸
せ
に
な
れ
る
」
な
ど
と
言

葉
巧
み
に
、
化
粧
品
や
健
康
食
品
、
リ

ゾ
ー
ト
会
員
権
な
ど
の
販
売
組
織
に
勧

誘
し
、
大
量
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
契

約
を
さ
せ
る
。

２　

点
検
商
法
〈
無
料
か
ら
高
額
契
約

に
〉

　
「
無
料
で
点
検
す
る
」
と
事
業
者
が

家
を
訪
れ
、
屋
根
や
排
水
溝
な
ど
を
点

検
し
た
後
に
、「
こ
の
ま
ま
放
置
し
て

は
大
変
、
す
ぐ
に
修
理
が
必
要
」
な
ど

と
消
費
者
を
不
安
に
陥
れ
、
不
要
な
契

約
を
迫
る
。
台
所
の
浄
水
器
や
羽
毛
布

団
の
無
料
点
検
を
持
ち
か
け
、
高
額
な

契
約
に
誘
導
す
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。

３　

強
引
な
訪
問
買
い
取
り
〈
押
し
売

り
な
ら
ぬ
「
押
し
買
い
」〉

　
「
着
物
な
ど
の
不
用
品
を
買
い
取

る
」
と
の
電
話
に
承
諾
し
、
家
に
来
た

事
業
者
に
着
物
を
見
せ
る
と
、
い
き
な

り
「
不
用
な
貴
金
属
は
な
い
か
」
と
言

わ
れ
、
貴
金
属
を
見
せ
る
と
、
強
引
に

安
価
で
買
い
取
ら
れ
て
し
ま
う
。

　

そ
の
ほ
か
サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
商
法
な

ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
安
易
に
契
約
を

締
結
し
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
日
頃
の
生
活
に
お
い
て
、
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
何
か

困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
上
益

城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

《
こ
ん
な
手
口
に
注
意
！
》

見
守
り
新
鮮

情
報
6
月
号

　

定
員
（
原
則
４
人
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
会
場　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－
２
９
８
１

九
州
一
斉
！
相
続
登
記
相
談
会
＆

相
続
セ
ミ
ナ
ー

　

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
（
相
続
・
遺
言
、

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
、
売
買
・
贈

与
・
担
保
権
な
ど
に
関
す
る
登
記
な

ど
）
に
、
法
務
局
職
員
、
司
法
書
士
が

応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
の
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
予
約
は
不
要
で

す
。
無
料
相
談
会
の
み
の
参
加
も
で
き

ま
す
。

○
日
時　

　

７
月
８
日
（
日
）

　

相
続
セ
ミ
ナ
ー

　

13
時
〜
13
時
50
分
ま
で

　

相
談
会

　

14
時
〜
16
時
ま
で

○
会
場

　

熊
本
県
司
法
書
士
会
館　

２
階　

　
（
熊
本
市
中
央
区
大
江
４－

４－

34
）

　
　
　

熊
本
地
方
法
務
局

☎
３
６
４－

２
１
４
６

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
の
契
約
問
題
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
質
商

法
な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

に
向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
い
い

の
か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
町
で
相
談
で

き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－

３
２
１
０

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
２
２
６

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－
７
２－

３
１
３
３

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－
１
１
１
２

　◇お断り　問い合わ
せ先は各項の末尾です。

↑
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☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

　

刑
法
犯
〜
御
船
署
管
内
で
空
き
巣
、

車
上
狙
い
の
盗
難
被
害
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
家
の
戸
締
ま
り
、
車
の
施

錠
を
必
ず
行
い
、
車
内
に
貴
重
品
を

置
か
な
い
な
ど
被
害
を
未
然
に
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

　

交
通
事
故
〜
町
内
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
反
射
材

の
着
用
、
前
照
灯
の
早
め
点
灯
な
ど

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）４月末現在
交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万　

引

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H30.4 3 43 0 0 4 0 0 1

H30 累計 19 195 0 0 14 2 0 3

前年比 -2 -25 ± 0 ± 0 +1 -2 -1 ± 0

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H30.4 12 173 1 0 5 1 0 4

H30 累計 58 697 4 1 16 9 1 8

前年比 -18 -42 +3 ± 0 -2 +5 -1 +1

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎ 282-1110　内線 261 ～ 264）

確認先：御船警察署（☎ 282-1110）

　県内で、警察官を語るオレオレ詐欺の前兆電話と思われ
る不審な電話が掛かっています。
　内容は、「事件捜査の段階で、あなたのキャッシュカード
や通帳が出てきました」などというものです。
　県内では、このような電話を発端に、振り込め詐欺の犯
人からお金をだまし取られる振り込め詐欺の被害が過去に
ありました。
　今後、同様の電話があった場合は、相手の質問に応じ
て個人情報を話さずに、「こちらから連絡します」と言って、

　警察署名、警察官の係名、名前
を聞いて、いったん電話を切り、当該警察署
の代表電話に掛け直して確認をしましょう。
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あなたの準備は大丈夫？

知っておきたい災害時の「食」の備え
災害時には、水や食料が不足する恐れがあります。
「自分の身は自分で守る」ことが大切です。
いざという時のために、家族の人数に応じて、水や食料を備えておきましょう。

最低でも３日分、できれば１週間分の備蓄を！

区　分 備蓄する食品の例

水

１日１人当たり３㍑
（飲料水として１㍑ ＋ 調理水２㍑）
※ 最低でも飲料水として１日１人当
たり１㍑を！

主　食
アルファ米、パックご飯、シリアル、
缶詰パン、乾パン、カップ麺、乾麺（パ
スタ、うどん、ラーメン）、無洗米

おかず

缶詰（魚、肉、野菜、果物）、レトル
ト食品（カレー、シチュー）、インス
タントみそ汁、インスタントスープ、
乾物（ワカメ、切り干し大根、ひじき、
高野豆腐）

その他
野菜ジュース、スキムミルク、菓子
類（チョコレート、あめ）
栄養調整食品（固形、ゼリータイプ）

　ご家族の状態に合った食品を準備
しておくことが大切です。
　乳幼児や高齢者、食物アレルギー
や食事管理が必要な病気の方の食事
は、災害時には入手困難となる可能
性があります。

乳幼児、高齢者、病気の方などの備蓄食品の例

乳幼児・・・ミルク（アレルギー用含む）、離乳食（レトルト）
高齢者・・・おかゆ（レトルト、アルファ米）、やわらかいおかず（レトルト）
　　　　　　流動食、とろみ調整食品
食物アレルギーがある人・・・アレルゲン除去食品
疾患のある方・・・　糖尿病：人工甘味料、低糖質食品
　　　　　　　　　　腎臓病：低タンパク食品
　　　　　　　　　　高血圧：減塩食品

町役場町民課　☎ 237-2574
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各種大会等予定 5 月 18日現在
月 日 曜 大　会　名 場　所 開始時間 主　催　者

6

10 日 2018第 9回九州ユース（U-15）サッカーリーグ 競技場 9：00～ 九州サッカー協会　16日も開催

10 日 嘉島町長旗軟式野球大会 野球場 9：00～ 嘉島町軟式野球協会

16 土 高円宮杯チャンピオンズリーグ熊本U-18 競技場 17：00～ 熊本県サッカー協会　17日も開催

23 土 平成 30年度上益城郡中学校総合体育大会
夏季大会サッカー競技 競技場 9：00～ 上益城郡中学校体育連盟24日も開催

23 土 同上　軟式野球競技 野球場 9：00～ 同上　24日も開催

30 土 2018球蹴男児U-16 サッカーリーグ 競技場 14：00～ 球蹴男児U-16 リーグ実行委員会

7

1 日 第 68回上益城郡民体育祭サッカー競技 競技場 9：00～ 上益城郡体育協会

7 土 第 68回上益城郡民体育祭軟式野球競技 野球場 12：00～ 上益城郡体育協会　8日も開催

8 日 第 68回上益城郡民体育祭陸上競技 競技場 9：00～ 上益城郡体育協会

14 土 第 4回 JCカップ少年少女サッカー九州大会 競技場 9：00～ 日本青年会議所九州地区協議会

16 月 心をつなぐキャッチボールプロジェクト IN熊本 野球場 13：00～「心をつなぐキャッチボールプロジェクト」推進委員会

22 日 第 8回エンペラーカップ 野球場 9：00～ 上野商事　29日も開催

22 日 第 20回熊本県ミドルサッカーリーグ 競技場 15：00～ 熊本県サッカー協会

24 火 第 34回熊本未来サマーサッカーフェスティバル 競技場 9：00～ 熊本県サッカー協会　25日も開催

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細はお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎ 237-0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。
○施設概要：
　≪住所≫〒 861-3102　嘉島町大字下六嘉 1564番地　☎ 237-5555　≪利用時間≫９：00～ 22：00　
　≪駐車場≫あり　　≪アクセス≫イオンモール熊本から車で約５分 九州自動車道御船ＩＣから車で約５分
　≪施設≫◇テニスコート：砂入り人工芝テニスコート２面
　　　　　◇野球場：両翼 90ｍ、センター 113ｍ、内野グラウンド混合土、外野天然芝、ナイター照明６基、
　　　　　　　　　　軟式野球・ソフトボールの試合、練習に利用可 
　　　　　◇多目的競技場：人工芝広場　サッカーコート  105 ｍ× 68ｍ、陸上トラック　400ｍトラック６レーン 
　　　　　◇管理棟：会議室１室、多目的室１室、男女更衣室、男女トイレ

嘉島町総合運動公園

☆
待
っ
て
ま
す
！ 

ダ
ン
ク
シ
ュ
ー
ト

　

嘉
島
町
民
体
育
館
の
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
（
Ａ
・
Ｂ
コ
ー

ト
）
に
こ
の
ほ
ど
、
壁
面
取
り
付
け
型
の
折
り
畳
式
バ
ス

ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
２
対
が
新
た
に
お
目
見
え
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
29
年
度
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
を
活

用
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。
震
災
で
被
災
し
た
同
体

育
館
の
復
旧
工
事
と
合
わ
せ
て
整
備
さ
れ
、「
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
Ｂ
リ
ー
グ
の
人
気
も
あ
り
、
町
内
の
活
動
を
後
押
し

で
き
れ
ば
」
と
町
教
委
で
は
見
込
ん
で
い
ま
す
。

☆ 第 21 回水辺の郷（さと）球
友杯ビーチボールバレー大会

　４月 15 日、嘉島町民体育館
で開催されました。上益城郡内
から 51 チーム、約 250 人が参
加し、熱戦を繰り広げました。
　結果は次の通りです（※は町
内チーム）。
　70 歳以上の部　①フルーツ
サラダ②御所③※球友会Ｂ▷高
年の部　①ストラップ②球遊会
③スウィートフィッシュ▷中年
の部　①アドバンス②小林一家
③牛ケ瀬ブルー▷若手の部　①
高級倶楽部Ｃ②アスリート③ナ
ンバーズ

新設されたバスケットゴール
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おすすめ本

嘉島町民会館　ホール「アクア」催し案内

○ 催しの正式なスケジュールなど詳細は各主催者にご確認ください。「アクア」の予約状況は、嘉島町ホーム
ページ（公共施設→嘉島町町民会館）でご覧になれます。

月 日 曜 イベント名 開演時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

６ 22 金 JAかみましき総代会 - 無料 上益城農業協同組合 
 ☎ 234-1155

６ 24 日 メルヘンオペラ
「ヘンゼルとグレーテル」

11：00ワークショップ
14：00 本番

一般 1,300 円
3 歳～高校生 700 円
2 歳以下無料
嘉島町園児無料

ジェニトーリ 
E-mail：genitori.operd@gmail.com

7 28 土 サマーコンサート 10:00 - 金谷　由美子 
 ☎ 090-7169-6410

図書室から
☎ 237ｰ0058

開
館
日　

火
曜
〜
日
曜
、
祝
日
も
。

月
曜
が
休
館
日
で
す
が
、
月
曜
が
祝
日
の
時

は
翌
日
の
火
曜
が
休
館
日
と
な
り
ま
す
。

開
館
時
間　

９
時
〜
17
時

《
６
〜
７
月
の
休
館
日
》

　

６
月
11
、
18
、
25
日

　

７
月
２
、
９
、
17
、
23
、
30
日

※
休
館
日
も
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は
利
用

で
き
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
こ
の
本
を
よ
ん
で

大
す
き
な
フ
ル
ー
ツ
を
つ
か
っ
て

ジ
ュ
ー
ス
を
つ
く
る
と
こ
ろ
が
す

き
で
す
。
わ
た
し
が
、
ジ
ュ
ー
ス

を
つ
く
っ
た
ら
み
ん
な
に
の
ん
で

も
ら
い
た
い
で
す
。
ミ
キ
サ
ー
で

り
ん
ご
と
ぶ
ど
う
と
お
れ
ん
じ
と

め
ろ
ん
あ
じ
を
つ
く
っ
て
み
た
い

で
す
。
ス
ト
ロ
ー
も
ク
ル
ク
ル
し

て
い
て
か
わ
い
い
で
す
。
さ
い
ご

に
ジ
ュ
ー
ス
が
ふ
ん
か
す
る
と
こ

が
す
き
で
し
た
。
み
な
さ
ん
も
よ

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
お
も
し
ろ

い
で
す
。

　

こ
の
ほ
ん
は
、
ば
ば
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
、
こ
い
ぬ
や
こ
ね
こ
、
た
く

さ
ん
の
も
り
の
ど
う
ぶ
つ
た
ち
が
、

カ
ー
テ
ン
を
ぬ
い
あ
わ
せ
て
、
お

う
ち
の
上
か
ら
ひ
ろ
げ
て
、
山
を

つ
く
り
、
そ
こ
で
た
の
し
ん
だ
お

は
な
し
で
す
。
わ
た
し
は
、
ば
ば

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
び
き
を
か
い
て

グ
ー
グ
、
が
ー
が
、
ゴ
ー
ゴ
ー
、

う
る
さ
く
て
、
み
ん
な
に
げ
か

え
っ
た
と
こ
ろ
が
、
お
も
し
ろ

か
っ
た
の
で
す
。

松下　美空さん
嘉島東小２年

吉富永利加さん
嘉島西小１年

さかいさちえ＝作
教育画劇

「
や
ま
の
ぼ
り
」

「
ポ
コ
ポ
コ

　
　

ミ
ッ
ク
ス
ジ
ュ
ー
ス
」

さとうわきこ＝さく・え
福音館書店

かがみの孤城
 辻村深月

リーチ先生
 原田マハ

白衣の嘘
 長岡弘樹

その調理、９割の栄養捨ててます！
監修：東京慈恵会
医科大学附属病院栄養部

いつ大災害が起きても家族で生き延びる
 小川光一

大林くんへの手紙
 せいのあつこ

イスとイヌの見分け方
 きたやまようこ

かえってきたカエル
 中川ひろたか・文　村上康成・絵

だるまちゃんとやまんめちゃん
 加古里子　さく・え

雨ニモマケズ
 宮沢賢治・作　柚木沙弥郎・絵
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人権問題の正しい理解のために 〔その312〕

　ハンセン病問題については、国の隔離政策などによってつくり出された偏見や差別をなくすこと、
ハンセン病回復者などへの十分な医療や福祉を確保すること、さらには、地域社会から孤立すること
なく、安心して豊かな生活を営むことができるようになることなど、多くの課題が残っています。
　これら課題の解決のためには、ハンセン病問題を人ごととしてではなく、自分自身のこととして受
け止めながら、二度と同じ過ちを繰り返さないようにハンセン病について正しい知識を学び、偏見や
差別を許さない心情や態度を身につけることが大切です。

ハンセン病の回復者　ぼくだって知ってるよ！

さまざまな
　　　課題

　感染力が極めて弱い細菌による感染症です。現在、日本での感染・発症は実質的にゼロといえます。
すぐれた治療薬により、障がいを残すことなく外来治療で完治します。後遺症として外見的な変形が
残る場合があるため、いつまでも病気のままだと思われがちですが、完治後に感染することはありま
せん。

病気やハンセン病回復者などに対しての偏見や差別
　患者の隔離を定めた ｢らい予防法｣ は1996（平成 8）年に廃止されましたが、90 年にも及ぶ誤っ
た施策により、社会の中に強められた偏見や差別は根強く残されています。
　本県においても、国立療養所菊池恵楓園の入所者に対するホテル宿泊拒否事件が起きた際に、被
害者であるはずの入所者自治会に対して、誹謗（ひぼう）・中傷の手紙やＦＡＸが多数送りつけられま
した。
隔離政策により起きた人権侵害
　・ハンセン病患者を県からなくす ｢無らい県運動｣ が、官民一体となって行われました。
　・ ハンセン病療養所内において、退所も外出も許されず、職員不足などを補うため、看護、耕作
などの作業（患者作業）を強いられました。

　・ 療養所長に懲戒検束権（療養所内の司法権・警察権）が与えられ、療養所内に監禁室が設置さ
れました。

　・療養所内で、結婚の条件として、断種や人工妊娠中絶が行われました。
　・家族に対する偏見や差別を恐れ、療養所内では、偽名を名乗ることを余儀なくされました。

菊池恵楓園で学ぶ旅
　菊池恵楓園に訪問し、ハンセン病についての知識を学び、入所者との交流を深めることを目的と
して実施しています。
熊本県ハンセン病問題啓発推進委員会〔2015 年〕
　熊本県 ｢無らい県運動｣ 検証委員会報告書（2014 年）の提言を受けて、この報告書から導き出
される教訓が、県や県民によってどのように生かされているかを検討し、今後の道筋を明らかにする
ために設置しました。今後、県や各界（医療界、法曹界、マスコミなど）の取り組み状況について、
この委員会から意見・提言を受け、啓発の充実を図っていきます。

○ハンセン病とは？

　同じ過ちを繰り返さないために…

○どんな課題がありますか？

○どんな取り組みが行われていますか？＜熊本県の主な取り組み＞

※熊本県人権同和政策課　啓発資料より
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Kindergarten
　Around once a month, I visit Kashima Yochien. The 
other day, I was able to enjoy a day of playing English 
games, songs and storytelling there. Thanks to the help 
of the kindergarten teachers, everything went smoothly. 
Lately, however, I have been thinking of the time when 
I first came to Kumamoto. When I reflect on that time, 
I remembered that one of the things I was most worried 
about was teaching at kindergarten.
　Before becoming an ALT, I had studied about Japanese
elementary and junior high schools, and so I felt somewhat 
prepared to face what was in store. As for kindergarten, 
on the other hand, I had no idea what to expect. When I 
talked about it with some of the other ALTs I met in 
Kumamoto, I was told that there are very few ALTs who 
make visits to kindergartens. There was really no one to 
ask for advice about what an ALT ought to do at a 
kindergarten, so at first I found it very difficult. I only found 
out afterward that there are no specific educational aims. 
I continue to be amazed by the differences between 
kindergarten in Japan and Canada.
　The education systems of Japan and Canada are very 
different, so deciding what aligns with what is some what 
difficult. However, before the time when, in Japan, one
would go to elementary school, children in Canada, depending
on the region, attend kindergarten for one or two years. 
It is often thought of as a part of elementary school. As 
most places only offer half-day kindergarten, parents 
must choose between morning and afternoon.
　The kindergarten that I attended was simply a regular
classroom in an elementary school, but I was genuinely 

surprised to see that Kashima Yochien has a playroom, wide outdoor space, Japanese taiko drums, 
a potato field, and even a pool. With plenty of time to play, it seems almost like paradise for children.
　A few years ago, the government of Ontario began introducing full-day kindergarten with a play-
based curriculum as the main approach. For some reason, there was considerable opposition. I want to 
tell them about Japanese kindergartens. I was fortunate to become one of the few ALTs in Japan to 
be able to visit kindergarten, and for that I was once more made to feel how lucky I am to have been 
placed in Kashima.

日加の幼稚園教育
　ALTとして１カ月に１回のペースで嘉島幼稚園勤務の日が
あります。先日、年長さんへ英語の絵本の読み聞かせや歌、そ
して英語のゲームをして遊戯室で楽しく遊ぶことができました。
幼稚園の先生方のおかげで今回もスムーズに進みましたが、最
近ふとした瞬間、初めて熊本に来たときのことを思い出します。
その時を振り返ってみれば、一番不安だったのは幼稚園で教え
ることでした。
　ALTになる前、日本の小中学校については勉強してきたの
で、ある程度覚悟ができていましたが、幼稚園がどのようなと
ころなのか全く予想がつかなかったのです。熊本県で知り合っ
たALTと話してみると、幼稚園訪問をしているALTは非常
に少ないと言われ、ALTとして幼稚園でどのようなことを伝
えていくべきなのか相談に乗ってくれる人がいなかったので最
初は大変でした。日本の幼稚園は、カナダのようなお勉強的要
素があまりないということを、あとで知りました。日本の幼稚
園とカナダのキンダーガーデンの違いに今更ながら驚かされま
した。
　日本とカナダではそもそも制度が違うので単純に当てはめる

ことが難しいのですが、カナダでは日本でいう小学校に上がる
前に地域によって１年間もしくは２年間キンダーガーデンに通
います。それは小学校の一部と考えることが多く、また半日し
か通えないところが多いので、保護者は午前か午後のどちらか
を選択するシステムです。
　私が通ったキンダーガーデンは、小学校の中にある普通教室
だけの施設でした。けれども、嘉島幼稚園には遊戯室、グラウ
ンド、和太鼓、芋畑、そしてプールまでもあることに本当に
びっくりしました。好きな遊びができる時間もたっぷりあるの
で、子どもたちにとってまるで遊園地のようです。
　数年前オンタリオ州政府は、勉強より遊びを基礎とする学び
にアプローチして全日制のキンダーガーデン導入を始めたので
すが、なぜか反対の声が非常に多かったようです。日本の幼稚
園のことを伝えたくなりました。私は、幼稚園勤務経験もある
日本でも数少ないALTになることが嘉島町でできたので、改
めてこの町で勤務することができてよかったと心から思ってい
ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５月 15日作成）

McDermott Lily Cynthia
マクダーモット・リリー・シンシア

嘉島幼稚園で月１回、園児らと〝英語交流〟
の時間を持つリリー先生
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岩永　綾子（アヤ子）
（上島）

蜂屋　周子さん（北甘木） 宮田　フミコさん（上島）
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かかししままのの文化文化
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震
災
に
伴
う
各
種
相
談
に
応
じ

る
総
合
窓
口
を
町
役
場
１
階
の
小

会
議
室
に
設
け
て
い
ま
す
。

震
災
相
談
窓
口

５月の
　　 町長の動き

荒木町長談

１日 ・地域支え合いセンター辞令交付式
 ・庁内常会　・課長会議
 ・熊本県河川課長来庁応対
 ・イオンモール熊本来庁応対
 ・下仲間、上仲間地区計画説明会
２日 ・熊本県防犯協会連合会理事会
 ・嘉島町老人クラブ連合会会長会
３日 ・憲法フォーラムin熊本
７日 ・ 課長会議　・芝原土地区画整理事業区内における

商業施設募集に係る選定委員会
 ・熊本県土地改良事業団体連合会理事会
８日 ・悠優かしま来庁応対
 ・熊本県市町村職員研修協議会来庁応対
 ・熊本県防犯協会連合会来庁応対
 ・熊本県土木部道路局長来庁応対
 ・緑川改修期成会役員会、総会、交流会
９日 ・ 熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会第１

回町村長会議　・上京（～11日まで）
11日 ・島根県町村会創立百周年記念式典、祝賀会
12日 ・熊本県市町村保健師協議会総会
13日 ・緑川水防演習
14日 ・ 課長会議　・まちづくり基金運営委員および水の

郷まつり実行委員会
 ・熊本県消防保安課長来庁応対
 ・嘉島町商工会総会
15日 ・嘉島町農業振興地域整備促進協議会
 ・社会を明るくする運動熊本県推進委員会
 ・自衛隊家族会総会
16日 ・嘉島町ふれあいセンター落成式
 ・JA上益城嘉島カントリーエレベーター竣工式
 ・熊本県防災会議
 ・第13回イオンモール熊本同友店会
17日 ・熊本県市町村職員研修協議会来庁応対
 ・上京（～18日まで）
 ・熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会
18日 ・ 熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会来庁

応対
19日 ・嘉島中学校体育大会　・上京（～22日）
21日 ・全国防災協会定時総会記念パーティー
22日 ・熊本県防犯協会連合会総会
 ・熊本県市町村振興協会理事会
 ・九州治水期成同盟連合会定期総会
23日 ・課長会議　・土地改良連合会九州協議会合同会議
24日 ・土地改良連合会九州協議会合同会議
 ・静岡県磐田市議会視察来庁応対
 ・加勢川改修促進期成会総会
 ・ 地域高規格熊本環状道路建設促進期成会総会意見

交換会
25日 ・健康づくり推進委員会
 ・熊本地震からの復興に係る知事との意見交換会
26日 ・西小学校運動会
27日 ・東小学校運動会
28日 ・課長会議　・随時監査報告
 ・嘉島町社会福祉協議会理事会
 ・上益城地域振興局主要事業説明会
29日 ・上京（～６月１日まで）
 ・国と地方の協議の場
 ・地方六団体代表者会議
 ・全国高速道路建設協議会総会
31日 ・埼玉県町村会百周年記念式典
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（
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１
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）

雨の中、行われた緑川水防演習で巡視に当たる
荒木町長（右端）
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嘉島町の人口動態
平成30年５ 月31日現在

（前月比）

人   口 9,316 人　

　男　　 4,538 人　

　女　　 4,778 人

世帯数　 3,509 世帯　（＋ 8）
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？
」
な
ど
の
質

問
に
流
ち
ょ
う
な
日
本
語
で
丁
寧

に
答
え
て
い
ま
し
た
。

リ
リ
ー
先
生
、語
る

☎

 

ご
両
親
：
藤
本
　
和
久
さ
ん
、
恵
美
香
さ
ん(

下
六
嘉)

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のうえsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

岩
村
　
眞
依（
ま
い
）
ち
ゃ
ん

平
成
29
年
９
月
19
日
生

いっぱい遊んで、元気に育ってね♡

じ
ぃ
ち
ゃ
ん
、
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
♪

藤本　拳輝（けんき）くん　４歳

平成29年12月20日生
　　　一輝（いっき）くん

「ボタン」
宮地　環さん（嘉島東小２年）

ご両親：岩村　健司さん、純子さん (上島)

今
月
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン日

本
画


